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足立区障害福祉センター

「あしすと」 4月1日
オープン

「
あ
し
す
と
」は
、障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
、様

々
な
判
定
や
訓
練
・
サ
ー
ビ
ス
調
整
な
ど
の
機
能
を
中
心
と
し
た
障

害
者
支
援
の
専
門
機
関
で
す
。

特
に
、
障
害
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
機
能
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
区
内
最
初
の
障
害
者
地
域
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
す
。

★
あ
し
す
と
の
機
能

□
自
立
生
活
支
援
室

在
宅
の
心
身
障
害
者
に
対
し
て
、

様
々
な
相
談
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
各

種
専
門
機
関
の
利
用
援
助
、
自
立
支

援
等
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
で
、
障

害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
図
り
ま

す
。

□
社
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

身
体
障
害
者
に
対
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
目
標
に
合
わ
せ
て
リ
(
ビ
リ

訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
を

前
向
き
に
と
ら
え
、
自
分
に
自
信
を

持
つ
と
と
も
に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
生
活

を
積
極
的
に
生
き
、
様
々
な
社
会
参

加
が
実
現
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。
ま
た
視
覚
・
聴
覚
・
高
次
脳
機

能
障
害
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の

状
況
に
合
わ
せ
た
訓
練
コ
ー
ス
を
設

け
ま
す
。

□
雇
用
支
援
室

障
害
者
の
就
労
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
仕
事
を
探
す
た
め
の
支

援
、
安
心
し
て
働
き
続
け
る
た
め
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
就
労
促
進
訓
練

室
と
一
体
と
な
っ
て
、
就
労
支
援
に

関
す
る
事
業
を
展
開
し
、
障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
め
ざ
し

ま
す
。

□
就
労
促
進
訓
練
室

知
的
障
害
者
授
産
施
設
と
し
て
、

障
害
者
の
意
向
や
希
望
に
応
じ
て
、

一
般
企
業
・
自
営
業
復
帰
・
保
護
雇

用
・
福
祉
的
就
労
な
ど
、
多
様
な
就

労
を
援
助
し
ま
す
。

□
生
活
体
験
室

知
的
障
害
者
更
生
施
設
「
え
ん
じ

ょ
・
い
」を
運
営
し
、
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
と
お
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の

可
能
性
や
課
題
な
ど
を
探
り
、
よ
り

良
い
方
法
を
見
つ
け
、
本
人
お
よ
び

家
族
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
が
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
ど
ん
な
援
助
が
必

要
な
の
か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

理
念
を
も
と
に
関
わ
っ
て
い
き
ま

す
。
療
育
活
動
は
公
開
事
業
と
し
、

障
害
者
対
応
の
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業

も
行
い
ま
す
。

□
幼
児
発
達
支
援
室

発
達
の
遅
れ
や
、
そ
の
疑
い
の
あ

る
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
相
談

を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
集
団
指
導

や
外
来
個
別
指
導
(
心
理
二
言
語
)

な
ど
の
発
達
支
援
を
行
い
ま
す
。
様

々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
個
別
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
指
導
を
行
い
、
合

わ
せ
て
家
族
に
対
す
る
支
援
を
、
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

★
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は
、昨
年
6

月

、

区
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
愛
称
募
集
を

行
い
、
多
数
応
募
い
た
だ
い
た
中
か

ら
決
定
し
ま
し
た
。
障
害
を
持
つ
皆

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
・
目
的
に

「
ゴ
ー
ル
(
到
達
)
」で
き
る
よ
う

、様

々
な
方
法
で
「
ア
シ
ス
ト
(
支
援
)
」す

る
と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の
で

す
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

★
東
西
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

新
し
い
障
害
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に

伴
い
、
既
存
の
東
西
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
は
、
4
月
か
ら
名
称
を
そ

れ
ぞ
れ
神
明
障
害
福
祉
施
設
、
谷
在

家
障
害
福
祉
施
設
に
改
め
、
通
所
施

設
と
し
て
の
機
能
を
高
め
ま
す
。
合

わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
区
が
行
っ
て
き

た
運
営
を
、
障
害
者
と
そ
の
家
族
が

中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
区
内
の
社

会
福
祉
法
人
に
委
託
し
ま
す
。

★
施
設
を
公
開
し
ま
す

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
期
間
=
4
月
2
1日
～
2
3日
、午

前
1
0時
～
午
後
3
時

場
所
=
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

★
記
念
講
演
会
の
開
催

日
時
=
4
月
2
0日
回
、
午
前
1
0時
4
0

分
～
H
時
4
0分

内
容
=

「
障
害
者

へ
の
ア
シ
ス
ト
を
考
え
る
」
講
師
=

近
藤
秀
夫
氏
(
市
町
村
障
害
者
生

活
支
援
事
業
全
国
連
絡
協
議
会
理
事

長
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
4
月
1
日
か
ら
電
話

場
・
申
・

問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
1
)
0
1
3
1

問
い
合
わ
せ
は

3
月
3
1日
ま
で
障
害
福
祉
計
画
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

4
月
1
日
以
降
は
、
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」
ヘ

(
5
6
8
1
)
0
1
3
1

▲ 障害福祉センター「あしすと」(梅島3- 31- 19)

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
特
別

区
職
員
採
用
試
験
/

4
・
5
面
▽
第
3
1回
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
/
西
部
地
域

の
バ
ス
路
線
拡
充

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
選
挙
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678
回答しますので、氏名・
連絡先を記入して
ください

葦
立
ち

「
期
待
を
背
負
っ
て
」

柔
ら
か
な
日
差
し
に
春
の
ぬ
く
も

り
が
感
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

早
春
の
こ
の
季
節
は
、
私
が
一
番

好
き
な
季
節
で
す
。
そ
れ
は
、
草
木

が
芽
吹
き
、
動
物
た
ち
が
動
き
出
し

大
地
の
目
覚
め
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
そ
し
て
、
体
で
感
じ
る
色
や

音
の
変
化
と
と
も
に
、
新
し
い
旅
立

ち
も
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
春
先
目
に
つ
く
の
が
、
ま
だ

体
に
な
じ
ま
な
い
、
大
き
な
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
た
新
1
年
生
。
そ
の

ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
に
は
、
真
新
し
い

教
科
書
と
一
緒
に
、
大
き
な
愛
情
と

期
待
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
見
守
っ
て
き
た

保
護
者
の
方
は
、
明
る
く
健
や
か
に

育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
教
育
は
、

い
つ
の
時
代
で
も
私
た
ち
大
人
が
一

番
に
考
え
る
こ
と
。

少
子
化
か
進
み
、
新
し
い
学
習
指

導
要
領
の
も
と
で
、
今
、
学
校
教
育

が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
足
立
区
で
は
「
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
」
や
「
学
校
選
択
制
度
」

な
ど
の
教
育
改
革
を
進
め
て
き
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
の
教
育
の
基
本
は
、
子

ど
も
た
ち
に
基
礎
・
基
本
を
確
実
に

身
に
つ
け
さ
せ
、
自
ら
が
学
び
、
自

ら
が
考
え
る
こ
と
で
、「
生
き
る
力
」

を
育
て
て
い
く
こ
と
で
す
。
子
ど
も

へ
の
投
資
は
未
来
へ
の
投
資
、
発
展

に
つ
な
が
り
ま
す
。

学
校
は
保
護
者
や
地
域
の
信
頼
の

場
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
期
待
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
な
学
校
運
営
を
め

ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

足立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 15年3 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 288, 214 人口: 641, 958人 (男: 324, 163 人、女: 317, 795人)
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは3

月26 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法
◆ 期限・・・申し込み期限

◆ 場 ・申・ 問 先・ ・・ 場 所 ・

申し込み先・問い合わせ先
◆ 費用の記載のないものは無料

乳
が
ん
検
診
休
止
の

お
知
ら
せ

乳
が
ん
検
診
を
現
在
の
視
触
診
単

独
か
ら
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
(
X
線

撮
影
)
を
用
い
た
検
診
に
変
更
す
る

た
め
、
準
備
期
間
と
し
て
、
4
月
か

ら
し
ば
ら
く
の
間
休
止
し
ま
す
(
9

月
ご
ろ
ま
で
の
ヱ
疋
)
。

現
在
持
っ
て
い
る
乳
が
ん
検
診
受

診
票
は
、
4
月
以
降
使
え
な
く
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
行
の
乳
が
ん
検
診
の
受

け
付
け
は
、
(
ガ
キ
で
の
申
し
込
み

の
場
合
、
3
月
2
6日
の
消
印
ま
で
、

窓
口
で
の
申
し
込
み
の
場
合
、
3
月
3
1

日
で
終
了
し
ま
す
。

新
た
な
検
診
の
内
容
は
、
あ
だ
ち

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
=
成
人
保
健
係

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

里
帰
り
出
産
を
応
援

し
ま
す

妊
婦
が
出
産
の
た
め
に
実
家
な
ど

に
滞
在
し
、
都
外
の
医
療
機
関
等
で

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
た
た
め
に
、

区
発
行
の
妊
婦
健
診
受
診
票
を
使
用

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

期
間
=
妊

婦
健
診
受
診
日
(
1
5
年
4
月
1
日
以

降
)
か
ら
1
年
間

内
容
=
健
診
I

回
当
た
り
、
費
用
相
当
額
の
区
内
共

通
商
品
券
(
5

千
円
を
限
度
と
し
て
2

回
ま
で
)

申
込
=
区
交
付
の
未

使
用
妊
婦
健
診
受
診
票
/
里
帰
り
先

で
の
健
診
受
診
分
の
領
収
書
/
母
子

手
帳
の
写
し
/
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

4 月 の 献 血

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
少
量
の
採
血
で
す
む
の
で
、
気
軽

に
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
程
等
=
表
I

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

※

胃
を
切
除
し
た
方
、胃
の
病
気
で
治

療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
要

精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く

。
じ

ん
不
全
の
方
は
X
線
撮
影
法
の
み

可
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
腸
が
ん
検

診
の
み
の
受
診
も
可

内
容
=
①
ペ

プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
胃
が
ん
検
診
と
検
便

に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
X
線
撮

影
法
胃
が
ん
検
診
(
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
で
受
診
可
)
と

検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

定
員
=
5
5

～
6
0人

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
表
I
よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①

血
液
検
査
②
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か

一
方
を
選
択
)

、
検
診
日
、
受
診
場

所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着
。
受

診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
5

月
を

希
望
す
る
場
合
、
4
月
1
5日
必
着
、

受
診
票
の
送
付
は
4
月
末
日
)

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
希
望
日

の
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所

が
ほ
か
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療

放
射
線

〒
1
2
0
・
0
0
1
1
中
央
本

町
1
-
5
-
3(

3
8
8
0
)
5
3
5
7

表1　 消化器がん検診日程

( 1) 血液検査+検便

( 2) X線撮影+検便

※ 印の日程は午後、それ以外は午前に実施

犬
の
飼
い
主
の
方
へ

□
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
生
後
3
ヵ
月
以
上
の
飼
い
犬
は
、

毎
年
I
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未

登
録
の
犬
は
合
わ
せ
て
登
録
も
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
等
=
表
2
(
雨

天
決
行
)

費
用
=
I
頭
に
つ
き
、

▽
登
録
済
犬
…
3
千
5
5
0円

▽
未
登

録
犬
・
:
6
千
5
5
0円(
登
録
料
3
千
円

含
む
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

道
路
や
河
川
敷
、
公
園
内
で
の
犬

の
放
し
飼
い
に
よ
り
、
犬
に
か
ま
れ

た
り
、
急
に
飛
び
つ
か
れ
る
事
故
が

お
き
て
い
ま
す
。
散
歩
の
時
は
、
犬

を
必
ず
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ふ
ん
は
責
任
を
持
っ
て
片
付
け

て
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
足
立
保
健
所
生
活
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

表2　15 年度狂犬病予防注射会場一覧

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

生
活
習
慣
病
(
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
)
の
予
防
を
目
的
と
し

た
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=
申
込
日
現
在
で
4
0歳
以
上
の

区
民
(
1
年
に
I
回
の
み
。
職
場
な

ど
で
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
が
あ

る
人
を
除
く
)

内
容
=
診
察
、
血

液
、
尿
、
心
電
図
な
ど
に
よ
る
生
活

習
慣
病
や
心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機

能
な
ど
の
検
査

場
所
=
区
内
の
指

定
医
療
機
関

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

希
望
」
を
明
記
。
お
よ
そ
2
週
間
後

に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

奈
4
0・

4
5・
5
0・
5
5・
6
0・
6
5・
7
0歳
の
方

に
は
、
誕
生
日
ご
ろ
に
節
目
健
診
ま

た
は
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
(
消
化

器
健
診
を
含
む
)
を
個
別
に
案
内
し

て
い
ま
す

申
・
問
先
=
成
人
保
健

係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

健康カレンダー 4月の予定
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臨
時
職
員
(
器
具
洗

浄
員
)
募
集

勤
務
内
容
=
ガ
ラ
ス
器
具
類
の
洗
浄

な
ど

勤
務
条
件
等
=
週
に
2
・
3

日
(
5
月
か
ら
)

報
酬
=
5
千
5
9
7

円
(
日
額
)

※
交
通
費
別
途
1
日
3
6
0

円
ま
で
支
給

募
集
人
数
=
若
干

名

申
込
=
電
話

期
限
=
3
月
3
1

日

申
・
問
先
=
衛
生
試
験
所

(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
を
送
付
し
ま
す

4
月
上
旬
に
、
1
5年
度
の
「
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
」
を
、
対
象
者
へ
送
付

し
ま
す
。

対
象
=
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
で
下
肢
・
体

幹
・
平
衡
機
能
障
害
1
級
～
3
級
、

視
覚
障
害
1
級
、
内
部
障
害
1
級
の

方□
自
動
車
燃
料
費
へ
切
り
替
え
る
方

ヘ
タ
ク
シ
ー
券
を
使
用
し
な
い
で
、

変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
く

わ
し
く
は
、
同
封
の
案
内
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

と
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
は
ど
ち
ら

か
1
つ
の
選
択
に
な
り
ま
す

問
先
=

障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務

所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

1
5年
度
第
1
回

足
立
区
生
業
資
金

期
間
=
4
月
8
日
～
1
8日
(
用
紙
配

布
は
3
月
2
5日
か
ら
)

対
象
=
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
受

け
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
一
般
の
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
が
困
難
な
個
人
事

業
主
の
方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る

こ
と
で
独
立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
・
:

区
内
に
1
年
以
上
居
住
/
世
帯
の
生

計
を
立
て
る
住
民
登
録
上
の
世
帯
主
/

事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充
が
目
的
/

世
帯
員
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
/

確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1
人
い
る
/

使
途
は
原
則
と
し
て
設
備
資
金

貸
付
額
=
1
世
帯
2
0
0万
円
以
内
(
予

定
利
率
0
.
4
%、
据
置
期
間
中
は
無
利

子
)

返
済
方
法
=
6

ヵ
月
据
置
後
6
0

回
元
利
均
等
償
還

申
込
=
申
込

書
を
窓
口
に
持
参

※
用
紙
は
民
生

係
窓
口
、
区
民
事
務
所
(
中
央
本
町

区
民
事
務
所
は
除
く
)
、各
福
祉
事
務

所
(
表
3
)
、勤
労
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
配
布

申
・
問
先
=
民
生
係

子
育
て
支
援
研
修
の

企
画
を
募
集
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
・
団
体
が
考
え
た
子
育

て
支
援
の
企
画
(
講
演
会
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
)
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
企
画
に
は
、
講
師
派
遣

な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中
心
と
し

て
、
す
で
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
・
団
体
(
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
団
体
/
学
校
P
T
A
/
保
育
園
、

幼
稚
園
の
父
母
会
/

住
区
セ
ン
タ

ー
、
町
内
・
自
治
会
な
ど
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
が
移
転
し
ま
す

移
転
日
=
4
月
1
日
㈹

※
電
話
番

号
・
担
当
地
域
は
変
わ
り
ま
せ
ん

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
西
新
井

新
住
所
=
西
新
井
2
-
5
-
5

▽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
興

新
住
所
=
伊
興
3
-
7
-
4

問
先
=
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

保
育
の
案
内

認
可
保
育
園
の
ほ
か
に
も
、
区
の

制
度
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
な
乳
幼

児
の
保
育
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
認
証
保
育
所

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
柔
軟

に
対
応
す
る
都
市
型
の
保
育
所
で
す
。

□
保
育
室

小
規
模
の
保
育
所
で
、
主
に
3
歳

未
満
の
子
ど
も
を
保
育
し
ま
す
。

□
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
録
し
て
い
る
保
育
マ
マ
の

自
宅
で
、
3
歳
未
満
の
子
ど
も
を
保

育
し
ま
す
。

□
緊
急
一
時
保
育

保
護
者
が
出
産
・
病
気
な
ど
に
よ

り
、
保
育
が
困
難
な
就
学
前
の
子
ど

も
を
、
緊
急
一
時
保
護
者
の
自
宅
ま

た
は
一
部
の
保
育
室
で
一
時
的
に
保

育
し
ま
す
(
保
護
者
が
就
業
す
る
た

め
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
)
。

□
一
時
保
育

保
護
者
が
育
児
疲
れ
解
消
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
な
ど
に
、
満

1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も

を
、
区
立
あ
や
せ
保
育
園
で
一
時
的

に
保
育
し
ま
す
。

□
休
日
保
育

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、日

曜
・
祝
祭
日
・
年
末
(
1
2月
2
9・
3
0

日
)
に
保
育
を
必
要
と
す
る
満
1
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
を
、
一

部
の
保
育
室
で
預
か
り
ま
す

□
病
後
児
保
育

満
1

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど

も
が
、
病
気
の
回
復
期
の
と
き
に

、

保
護
者
が
勤
務
・
病
気
な
ど
の
理
由

で
保
育
が
困
難
な
場
合
に
預
か
り
ま

す

。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=

保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西
新
井
オ
ー
プ
ン

4
月
か
ら
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
西
新
井
(
西
新
井
2
-
5
-
5
)

が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。介

護
保
険
を
利
用
し
た
通
所
サ
ー

ビ
ス
の
ほ
か
、
自
立
者
の
た
め
の
生

き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
会
食
サ
ー

ビ
ス
、
集
会
室
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
す
る
の
で
、

地
域
の
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
こ

と
な
ど
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
一
般
通
所
介
護

対
象
=
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で

要
支
援
以
上
の
判
定
を
受
け
た
高
齢

者

定
員
=
1
日
3
0人

□
痴
ほ
う
専
用
通
所
介
護

対
象
=
痴
ほ
う
症
状
が
あ
り
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
で
要
支
援
以
上
の

判
定
を
受
け
た
高
齢
者

定
員
=
1

日
2
0人

□
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

対
象
=
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で

非
該
当
の
判
定
を
受
け
た
高
齢
者

定
員
=
1
日
1
0人

□
会
食
サ
ー
ビ
ス

対
象
=
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
/
高

齢
者
だ
け
で
住
ん
で
い
る
方

定
員
=
1

日
1
0人

□
集
会
室
の
貸
し
出
し

対
象
=
地
域
の
高
齢
者
/
高
齢
者
団

体

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
上
咼
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

在宅介護支援センター　4 月の家族介護者教室

4 月の休日接骨院当番所
骨 折 や 脱 き ゅう 、ね ん ざ ・打 撲 な ど の 応 急 施

術 を 当 番 制 で 行 っ て い ま す 。 《 衛 生 管 理 課 》

※ いずれも時間は、午前9 時～午後5 時

特
別
区
職
員
採
用
試
験
・
選
考

日

程
=

表
4

採

用
=

原

則

と

し

て
1
6

年
4

月

以

降

試

験

案

内
=

告

示

日

以

降

に

東

亰
2
3

区

役

所

お

よ

び

特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課

で

配

布

※

試

験

区

分

・
採

用

予

定

数

・
受

験

資

格

な

ど

は

今

後

の

あ

だ

ち

広

報

に

掲

載

し

ま

す

□

説

明

会

を

行

い

ま

す

2
3
区

を

よ

り

良

く

知

り

、

希

望

区

を

選

択

す

る

際

の

参

考

に

し

て

い
た

だ

く

た

め

、

説

明

会

を

行

い

ま

す

。

日

程
=
I

類

…
5

月
2

日

廁
/

Ⅲ

類

・
保

健

師
・
:
7

月
2
5

日

窗

※

く

わ

し

く

は

試

験

案

内

を

ご

覧

く

だ

さ

い

問

先
=

特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス

(
3
2
6
1
)
2
2
2
1

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.
o
r
.
j
p
/

s
a
i
y
o
u
-
s
i
k
e
n
.
h
t
m

ま
た
は
区
・
職
員
課
人
事
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表4　 採用試験日程表



2003年( 平 成15年) 3 月25日 あ だ ち 広 報 第1367号 ( 4)( 5)

第31回
足立区政に
関する
世論調査

区民を対象とした世論調査を昭和47
年から行っています。今回は、毎年調査
する項目のほか、「コンビニエンスストア
における公共サービスの提供」「健康な地
域社会」「地域社会と協働のあり方」に
ついて、1, 808 人の方から回答をいただ
きました。その調査結果がまとまりまし
たので。一部を紹介します。調査結果は、
区政を進めていくための貴重な資料とし
て役立てていきます。
問先= 広聴相談係 　3880- 5111 ㈹

第31 回世論調査の「概要版」を区政情報室
で無料配布しています。また、くわしい集計結
果の「報告書」は、区政情報室、区内各図書館
でご覧になれます。

<区政に参加・協力したい>と
考えている人が約6 割
今後特に力を入れてほしいと思う区の取り組み

「高齢者支援」・「交通対策」が3割を超えています

区民と区政( 毎年調査する項目) ※ の数値 は行政評価にも活用し ます

※地域の暮らしやすい点・暮らしにくい点(複数回答)
暮らしやすい点は「普段の買い物が便利」が5割強
暮らしにくい点は「通勤や通学などの交通の便がわる
い」が3割弱

※区政への参加
ほぼ6 割が< 参加意向あり>

※定住・移転意向
7 割強が< 定住意向> をもっている

区の取り組みに関して( 複数回答)
～今後特に力を入れてほしい区の取り組み～
「高齢者支援」「交通対策」が3 割を超える

※ 上位5項目
を掲載

～以前と比べてよくなったと思う区の取り組み～
「自然・緑化対策」がほぼ3 割

※ 上位5項目
を掲載

健康な地域社会
「健康あだち21」運動を具体的に推進するために聞きました。

調査結果は、この計画の推進および区民の方の健康づくりに活

用します。

地域での健康づくりに必要なこと(複数回答)
「いつでも専門家や医師に健康に関する話が
聞けること」が半数

増やしてほしい施設・設備(複数回答)
「遊歩道」が48. 5% 、「スポーツジムなどの室内施
設」が45. 5%

コンビニエンスストアにおける公共サービスの提供
区民サービスの向上を図るため、コンビニエンスストアで行政サービスを行うことを検討しています。

調査結果は、その有効性やサービスの種類を決めていくための参考資料として活用します。

コンビニエンスストアの利用頻度
「毎日利用している」人は1割弱、7割近くが週に
1回以 上利用し ている

コンビニで利用したい公共サービス(複数回答)
「住民票の証明書をとる」が最も多く44. 7%

地域社会と協働のあり方
新たな「足立区基本構想」策定に先立ち、区民の意

識や生活様式を把握するために調査しました。調査結

果は、今後の行政の方向性や手法を組み立てる基礎賢

料として活用し ます。

地域の課題解決への取り組み方
「地域の住民と行政が共に協力して解決すべきだ」が

最も多く45. 4%

自由に使える時間の使い方(複数回答)
現 在「休養 」に使っている が約6 割、
今後「趣味やけいこ事」に使いたいが約5割

西部地域の

バス路線が
大きく変わります

区 では、12 ・13年度と2 年
に わたり、バ ス事業 者、交通
管理者、 学識経験 者などによ
る「都市交通懇話会」の中でつ
くば エクスプレ ス、日暮里・舎
人線の両新線開業 などを視 野
に置い たバ ス路 線網の再編 を
検討し てきまし た。今 回、 そ
の検討に基づ き、開 業時期が
延伸 と なった 日暮里・舎人 線
の「代替バ ス路 線の実現」 や
「区 役 所 への バ ス路 線 の充

実」 など当面の課 題解決を含
めたバ ス路線網 の整備計画を
紹介し ます。
◇ 今 後のバ ス路 線の

整 備方針につい て
「都市交通懇話会」による27
路線の 提案を基 本とし、17年
度のつく ばエクスプ レス、19
年 度の 日暮里・舎 人 線の開 業
にあ わせ、着々 と進む駅前広
場や自転車駐輪 場の整備、 新
駅とのバ ス路線 の結 節など、
より地域に密着し たバス路 線

網の整備 を進め てい きます。

「バス専用通行帯」では
ルールを守っ ください

「バス専用通行帯」は、路線
バスの円滑な走行を確保する
ため、一般車両の通行を制限
する車線 です。東武伊 勢崎線
竹 ノ塚駅 西口 寄りの 赤山街道
の一 部 でも、こ の「バ ス専用通
行帯」として、午前7時 から午
前9時 の間 を規 制しています。
こ の度、規制 区間 に青のカ
ラー舗装 を施し、啓 発看板 を

設 置し ました。ド ライバ ーの
みなさん は交通ル ールを守り

まし ょう。

▲ 竹ノ塚駅西口付近

▲ 設置された啓発看板

問先= 都市交通課交通計画係

3880- 5936

進
め
!

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つくば 駅(
仮 称)

よ
く
晴
れ
た
日
に
は
、
区
内
か
ら

も
筑
波
山
が
く
っ
き
り
と
見
え
る
つ

く
ば
市
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開

通
後
は
、
秋
葉
原
か
ら
つ
く
ば
市
ま

で
の
5
8㎞
が
約
4
5分
で
結
ば
れ
ま
す
。

つ
く
ば
市
内
の
沿
線
に
は
4
つ
の

駅
が
新
た
に
開
業
し
、
同
時
に
新
し

い
ま
ち
が
誕
生
し
ま
す
。
終
着
駅
と

な
る
つ
く
ば
駅
(
仮
称
)
は
茨
城
で

は
唯
一
の
地
下
駅
で
す
。

駅
の
周
辺
は
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
や

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
大
型
店
舗
が
並

ぶ
市
街
地
の
中
心
地
で
、
開
通
後
は

さ
ら
に
大
型
店
舗
や
専
門
店
街
な

ど
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市
内
の
筑
波
研
究
学
園
都
市
に

は
、
国
や
企
業
の
試
験
研
究
・
開
発

機
関
や
教
育
機
関
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
施
設

(
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
・
筑

波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
・
地
質
標
本
館
)

は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。
※
「
進
め
!
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
は
今
号
を
も
っ

て
終
了
と
な
り
ま
す

《
広
報
課
》

▲ つくばセンターから見る筑波山
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは3

月26 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法
◆ 期 限・・・申し込み期限

◆ 場・申・問先・・・場所・
申し込み先・ 問い合わせ先

◆ 費 用の記載のないものは無料

区
民
事
務
所
の

名
称
変
更

4
月
1
日
か
ら
、
江
北
区
民
事
務

所
宮
城
分
室
は
「
江
南
区
民
事
務

所
」
、
新
田
分
室
は
「
新
田
区
民
事

務
所
」
に
名
称
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

※
所
在
地
、
電
話
番
号
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
宮
城
分
室
、
宮
城
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
図
書
館
で
の
住
民
票
の
電
話

取
り
次
ぎ
交
付
は
、
3
月
2
9日
交
付

分
で
終
了
し
ま
す
(
3
月
2
8日
ま
で

に
予
約
)
。
問
先
=
地
域
支
援
課

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

図
書
館
で
の
宿
泊
施
設

受
け
付
け
変
更

宮
城
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
図
書
館
で
受

け
付
け
て
い
た
宿
泊
施
設
の
予
約

を
、
4
月
1
日
か
ら
は
江
南
区
民
事

務
所
(
旧
江
北
区
民
事
務
所
宮
城
分

室
)
で
行
い
ま
す
。
受
付
日
時
=
月

曜
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9

時
～
午
後
5
時

問
先
=
地
域
支

援
課

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

国
民
健
康
保
険
証
に
つ
い
て

□
(
学
)
・
(
遠
)
の
保
険
証

区
外
に
住
民
登
録
し
て
い
て
も
、

次
の
場
合
は
国
民
健
康
保
険
証
を
発

行
で
き
ま
す
。

▽
(
学
)
(
学
生
用
)
の
保
険
証
…
子
ど

も
な
ど
が
区
外
に
居
住
し
て
就
学
す

る
と
き
、
世
帯
主
が
そ
の
方
の
生
活

費
な
ど
を
援
助
し
て
い
る
場
合

▽
(
遠
)
(
遠
隔
地
用
)
の
保
険
証
・
:
区

外
の
施
設
な
ど
に
入
所
す
る
場
合

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

□
新
し
い
保
険
証
は
届
き
ま
し
た
か

4
月
1
日
か
ら
変
わ
る
新
し
い
保

険
証
(
カ
ー
ド
型
)
を
郵
送
し
ま
し

た
。
病
院
や
診
療
所
で
受
診
す
る
と

き
は
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
が
届
い
た
ら

加
入
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
な
ど
を
必
ず
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格

賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

4 月の国民年金相 談
国民年金の手続きや、保険料の納付について相談に応じます。

※国民年金課は、4 月1 日から「こくほ年金課」に課名が変わります

6
5歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料

6
5歳
以
上
の
方
の
1
5年
度
仮
算
定

期
間
中
の
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

を
、
4
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
決

定
保
険
料
は
、
1
5年
度
住
民
税
が
確

定
し
た
時
点
で
再
計
算
・
決
定
し
、

仮
算
定
金
額
と
の
増
減
を
調
整
し
た

う
え
で
、
7
月
中
旬
に
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
納
付
書
に
よ
る
個
別
払
い
の
方

(普
通
徴
収
)
…
4
月
～
6
月
分
の

保
険
料
通
知
書
と
納
付
書
を
送
り
ま

す
。
1
4年
度
住
民
税
額
を
も
と
に
し

た
仮
計
算
で
す
。

▽
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
(
特

別
徴
収
)
・
:
4
・
6
・
8
月
の
受
給

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
暫
定

的
に
2
月
の
天
引
き
額
と
同
額
で
す
。

□
保
険
料
の
軽
減
制
度

低
所
得
で
保
険
料
支
払
い
が
困
難

な
方
(
第
1
・
第
2
段
階
該
当
者
)

を
対
象
に
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
制

度
を
始
め
ま
す
。
申
請
に
よ
り
保
険

料
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
4
月
1
0日
発
行
の

あ
だ
ち
広
報
ま
た
は
4
月
中
旬
発
送

の
保
険
料
通
知
書
に
同
封
す
る
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
介
護
保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

□
納
付
書
で
納
め
る
方

年
金
天
引
き
が
で
き
な
い
方
で

す
。
普
段
、年
金
天
引
き
の
方
で
も
、

調
整
額
が
あ
る
場
合
は
納
付
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

□
介
護
保
険
料
の
納
期

毎
月
末
日
で
す
。
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
、
将
来
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

□
介
護
保
険
料
の
時
効

納
期
か
ら
2
年
を
過
ぎ
る
と
、
時

効
と
な
り
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

時
効
と
な
る
滞
納
が
あ
る
方
に
は
、

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
長
期
滞
納
が
あ
る
場
合
は
分
割
な

ど
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

4
月
1
日
か
ら
中
小

企
業
あ
っ
せ
ん
融
資

制
度
が
充
実
し
ま
す

小
規
模
特
別
資
金
・
緊
急
経
営
資

金
・
大
型
店
対
策
資
金
・
特
定
設
備

資
金
な
ど
一
部
の
融
資
制
度
が
充
実

し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
3

月
1
5
日

発
行
の
あ
だ
ち
産
業
情
報
誌

「
さ
ん

さ
ん
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
の
運
転
・
設
備
資
金

、
開
業

資
金
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

問
先
=

融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
3

自
分
た
ち
の
手
で
住
み
や

す
い
ま
ち
ヘ
!
「
実
践
モ

デ
ル
地
区

」募
集

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
」
で
は
明
る
く
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
1
年
間
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
で
き
る
団
体
を

「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
し
、

助
成
金
の
交
付
や
各
種
事
業
に
よ
り

支
援
し
ま
す
。

対
象
=
町
会
・
自

治
会
・
商
店
街
な
ど
の
区
内
地
縁
団

体

テ
ー
マ
=
顔
が
み
え
る
、
声
が

き
こ
え
る
、
ふ
れ
あ
い
と
安
全
な
ま

ち

定
員
=
1
5団
体
程
度

申
込
=

電
話

期
限
=
4

月
2
5日

申
・
問

先
=
地
域
活
動
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

1
5年
度
消
費
生
活
問
題

調
査
研
究
グ
ル
ー
プ

募
集

募
集
期
間
=
4
月
1
日
～
H
日

対

象
=
区
内
在
住
者
を
主
体
と
す
る
5

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※
営
利
を
目

的
と
し
な
い
な
ど
、
助
成
要
綱
に
沿

っ
て
い
る
こ
と

内
容
=
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
活
動
し
、

そ
の
結
果
を
報
告

助
成
金
=
年
間
3

万
円
以
内

定
員
=
6

グ
ル
ー
プ

(書
類
審
査
)

活
動
期
間
=
5
月

～
1
6年
2
月

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

駐
車
場
法
の
「
路
外
駐

車
場
設
置
等
の
届
出
」

先
が
変
わ
り
ま
す

都
へ
届
け
出
し
て
い
た
路
外
駐
車

場
設
置
等
の
届
出
が
、
4
月
1
日
か

ら
区
へ
の
届
け
出
に
変
わ
り
ま
す
。

対
象
=
道
路
上
以
外
に
設
置
さ
れ
る

だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
時
問
貸
駐
車

場
(
月
極
駐
車
場
を
除
く
)
で
総
面

積
が
5
0
0
m
以
上
の
施
設

内
容
=
路

外
駐
車
場
の
設
置
お
よ
び
変
更
の
届

け
出
の
受
理
/
管
理
規
定
の
届
け
出

お
よ
び
変
更
の
届
け
出
の
受
理
/
路

外
駐
車
場
の
供
用
の
休
止
も
し
く
は

廃
止
ま
た
は
再
開
の
届
け
出
の
受
理
/

報
告
も
し
く
は
資
料
の
提
出
の
要

求
ま
た
は
立
入
検
査
/
是
正
命
令
お

よ
び
供
用
停
止
命
令

問
先
=
交
通

安
全
対
策
課
調
整

(
3
8
8
0
)
5
2
9
1

ご
存
知
で
す
か

沿
道
地
区
計
画
制
度

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
交

通
騒
音
に
よ
り
生
じ
る
障
害
の
防
止

と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
国
道
4

号
線

(荒
川
以
北
)
と
環
状
七
号
線
の
沿

道
に
沿
道
地
区
計
画
を
定
め
て
い
ま

す
。沿

道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
沿
道

の
お
お
む
ね
3
0
m
)
に
お
い
て
次
の

行
為
を
行
う
場
合
は
、
建
築
確
認
申

請
と
は
別
に
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更

▽
建
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

▽
建
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
匠

の
変
更
(
一
部
の
区
域
)

沿
道
地
区
計
画
に
伴
ヶ
条
例
の
施

登
則
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
に
つ

い
て
は
、
居
室
(
沿
道
の
概
ね
2
0
m

の
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音
工
事
費

の
一
部
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
騒
音
が
背
後
に
通
り
抜
け
な
い

よ
う
な
建
物
(
緩
衝
建
築
物
)
を
建

て
る
と
き
に
、
建
築
費
な
ど
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
先
=
建
築
防
災

(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

米
穀
小
売
業
登
録

申
請
受
付

米
穀
を
小
売
り
す
る
に
は
、
都
へ

の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、

卸
売
業
の
申
請
は
、
都
・
生
活
文
化

局
米
穀
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

登
録
日
=
各
月
1
日
(
登
録

申
請
が
あ
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌

々
月
1
日
)

費
用
=
I
業
者
I
販

売
所
の
申
請
に
つ
き
9
千
円
、
以
後
I

販
売
所
増
え
る
ご
と
に
5
千
円
ず

つ
加
算

申
請
書
類
配
布
・
申
先
=

都
・
生
活
文
化
局
米
穀
係
ま
た
は

区
・
消
費
者
セ
ン
タ
1

※
販
売
所

数
に
よ
り
、
提
出
先
が
異
な
り
ま
す

問
先
=
都
・
生
活
文
化
局
米
穀
係

(
5
3
8
8
)
3
0
8
3

区
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

区
内
幹
線
道
路
の
自

動
車
騒
音
調
査
結
果

最
も
騒
音
が
高
か
っ
た
の
は
、
国

道
4
号
線
沿
い
の
千
住
河
原
町
で
、

次
が
環
状
七
号
線
沿
い
の
新
田
二
丁

目
で
す
。
(表
I
)
調
査
し
た
9
地
点

の
う
ち
6
地
点
で
昼
間
・
夜
間
と
も

環
境
基
準
値
を
超
え
、
昨
年
同
様
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
自
動
車
騒

音
防
止
の
た
め
、
道
路
の
低
騒
音
舗

装
化
や
交
通
量
の
抑
制
な
ど
の
総
合

的
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
も
マ
イ
カ
ー
の
使
用
は
控
え
る
な

ど
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問

先
=
環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

表1　 自動車騒音調査結果
昼間( 午前6 時～午後10時)

( 環境基準値: 70 デシベル)
夜間( 午後10時～午前6 時)

( 環境基準値: 65 デシベル)

都
市
計
画
の
告
示

次
の
都
市
計
画
を
決
定
・
変
更
し

ま
し
た
。

□
上
沼
田
南
地
区
地
区
計
画
関
連

区
域
=
江
北
三
・
四
・
五
丁
目
の
各

地
内
:
上
沼
田
南
地
区
地
区
計
画
の

決
定
/
環
状
7
号
線
D
地
区
沿
道
地

区
計
画
の
変
更
/
特
別
用
途
地
区
の

変
更
/
高
度
地
区
の
変
更
/
防
火
地

域
お
よ
び
準
防
火
地
域
の
変
更
/
用

途
地
域
の
変
更

□
西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
地
区
計

画
関
連

区
域
=
西
新
井
栄
町
∇

二
丁
目
、
関
原
三
丁
目
、
梅
田
五
・

六
・
七
・
八
丁
目
の
各
地
内
・
:西
新

井
駅
西
口
周
辺
地
区
地
区
計
画
の
決

定
/
防
火
地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域

の
変
更
/
用
途
地
域
の
変
更

告
示

日
=
1
月
3
1日

問
先
=
都
市
計
画

調
整
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地
区
計
画
原
案
の
縦
覧

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
べ

き
区
域
に
お
け
る
地
区
計
画
の
原
案

を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い

て
関
係
の
あ
る
方
は
、
区
長
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

□
足
立
北
部
地
域

舎
人
・
古
千
谷
本
町
地
区
地
区
計
画
/

西
伊
興
地
区
地
区
計
画
/
束
伊
興

地
区
地
区
計
画

□
足
立
東
部
地
域

平
野
・
束
六
月
地
区
地
区
計
画
/
花

畑
七
・
八
丁
目
地
区
地
区
計
画
/
南

花
畑
∇

三
・
四
丁
目
地
区
地
区
計

画
/
神
明
南
地
区
地
区
計
画
/
神
明

地
区
地
区
計
画
/
神
明
西
地
区
地
区

計
画

▽
国
道
四
号
A
地
区
沿
道
地
区
計
画

の
変
更

▽
環
状
7
号
線
C
地
区
沿

道
地
区
計
画
の
変
更

縦
覧
期
間
=
3

月
2
6日
～
4
月
8
日

意
見
書
提

出
期
間
=
3
月
2
6日
～
4
月
1
5日

縦
覧
場
所
・
問
先
=
都
市
計
画
調
整

騒
音
規
制
法
、振
動
規

制
法
、悪
臭
防
止
法
に

関
す
る
一
部
の
事
務

が
変
わ
り
ま
す

公
害
関
係
の
法
律
が
、
一
部
都
か

ら
区
へ
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
に
関
す
る
事
務
は
4
月
1

日
か
ら
区
で
担
当
し
ま
す
。
規
制
基

準
、
適
用
地
域
な
ど
は
こ
れ
ま
で
と

変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
先
=
環
境
課

指
導
第
丁

二
係
、
調
査
係

家
庭
ご
み
の
正
し
い

分
け
方
・
出
し
方
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す

ご
み
の
分
別
方
法
や
出
し
方
を
イ

ラ
ス
ト
な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
案
内

し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
3
月
末
ま
で
に

区
内
各
世
帯
、
各
事
業
所
に
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
4
月
以
降
、
区
民
事

務
所
お
よ
び
清
掃
事
務
所
な
ど
の
窓

口
で
も
配
布
し
ま
す
。

問
先
=
清

掃
課
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
3

第
一
中
学
校
が
移
転

し
ま
す

4
月
か
ら
建
て
替
え
工
事
に
入
る

た
め
、
2
年
間
仮
設
校
舎
に
移
転
し

ま
す
。

移
転
先
=
千
住
1
-
2
5
-
1
(

旧
千
寿
小
学
校
跡
地
)

※
電

話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん

問
先
=

施
設
管
理
課

『
あ
だ
ち
再
生
館
リ
サ
イ

ク
ル

工
房
』
が
オ
ー
プ
ン

日
時
=
4
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
、
午

前
1
0時
～
午
後
3
時

場
所
=
足
立

西
清
掃
事
務
所
分
室

対
象
=
区
内

在
住
の
方

内
容
=
使
え
な
く
な
っ

た
家
庭
用
品
を
自
分
で
直
す
た
め
の

簡
単
な
修
理
や
手
入
れ
の
仕
方
を
ア

ド
バ
イ
ス

対
象
品
=
自
転
車
/
傘
/

小
型
家
具
な
ど

※
運
搬
費
用
は

自
己
負
担

定
員
=
対
象
品
ご
と
に
5

人
(
先
着
順
)

費
用
=
部
品
代

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
あ
だ
ち

再
生
館
(
月
曜
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

あだち再生館リサイクル工房
所在地= 足立西清掃事務所分室内

(東伊興1- 6- 12)

竹ノ塚駅西口下車徒歩20 分または東武バス( 竹
ノ塚駅～舎人二ツ橋) 聖一之橋下車徒歩2 分

催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは3
月26 日

から受け付け

第
1
4回
春
の
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト

は
る
か
ぜ
に
の
せ
て
1
8の
合
唱
団

が
さ
わ
や
か
な
歌
声
を
お
届
け
し
ま

す
。

日
時
=
4
月
1
3日
糾
、
午
後
1

時
(
O
時
3
0分
開
場
)

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ

ー
ル

問
先
=
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
4
7
回
区
民
芸
能
大

会
参
加
者
募
集

対
象
=

観
光
協
会
会
員
(

家
族
)

ま

た
は
区
民
/

過
去
3

年
間
の
大
会
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
お
よ
び
4
6
回
大
会

優
良
賞
受
賞
者
を
除
く
/

個
人
を
原

則
と
し
、
団
体
の
場
合
は
1
0
人
以
内
/
1

人
1
種
目
に
限
る

募
集
種
目

お
よ
び
組
数
=

歌
の
部
(

歌
謡
曲
・

民
謡
・
そ
の
他
)

…
6
0
組
/

踊
り
の

部
:
3
0
組

費
用
=
参
加
者
1

人
あ

た
り
会
員
千
円

、会
員
家
族
千
5
0
0円

、

一
般
2

千
円

▽
団
体
申
し
込
み
の

場
合
は
、
3

人
以
上
6

人
ま
で
5

千

円

、
7
人
以
上
7

千
円

申
込
=

申

込
書
に
8
0
円
切
手
を
同
封
の
う
え
郵

送

※
申
込
書
は
観
光
協
会
事
務

局
・
各
区
民
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

期
限
=
4

月
‥
1
1
1
1

一
日
必
着

抽
選
=
4

月
2
1
日
(
公
開
抽
選
)

開
隹
日
時
=
6

月
7
日
出

、
午
前
1
0
時
～
午
後
5

時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

申
・
問
先
=

観
光
協
会
事
務
局
(

経

済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

あ
だ
ち
日
曜
教
室
の

仲
間
を
募
集

知
的
ハ
ン
デ
イ
の
あ
る
青
年
た
ち

の
友
達
づ
く
り
や
、
学
習
の
場
「
あ

だ
ち
日
曜
教
室
」
の
新
年
度
の
仲
間

を
募
集
し
ま
す
。

期
間
=
4
月
1
3

日
～
1
6年
3
月
1
4
H
、
原
則
と
し
て

毎
月
第
2
日
曜
日
(
年
1
2回
)

、
午

前
9
時
3
0分
～
午
後
4
時

※
年
1

回
1
泊
2
日
の
宿
泊
学
習
会
あ
り

対
象
=
区
内
在
住
の
区
立
中
学
校
身

障
学
級
お
よ
び
養
護
学
校
な
ど
の
卒

業
生
(
卒
業
見
込
者
を
含
む
)
で
各

行
事
に
1
人
で
参
加
で
き
る
2
5歳
ま

で
の
方

内
容
=
午
前
・
:全
体
学
習
(

文
字
・
ビ
デ
オ
学
習
、
創
作
活

動
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
)
/

午
後

・
:コ
ー
ス
学
習
(
工
作
、
調
理
、
ス

ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
写
真
・
ビ
デ
オ
の

い
ず
れ
か
を
年
間
を
通
じ
て
学
習
)

定
員
=
若
干
名

費
用
=
年
間
教
材

費
4
千
円
(
諸
行
事
で
の
個
人
経
費

は
そ
の
都
度
実
費
負
担
)

申
込
=

所
定
の
申
込
書
を
持
参

※
申
込
書

は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
配
布

期
限
=
4

月
8
日

場
・
申
・
問
先
=
青

少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

春
季
区
民
教
養
講
座

日
時
=
4
月
2
0日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分
開
講

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
容
=
寺
院
か
ら
見
た
明
治
の
足
立

講
師
=
竹
内
秀
夫
氏
(
足
立
史
談
会

常
任
幹
事
)

※
先
着
7
0人
に
資
料

配
布

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

4
月
の
図
書
館

臨
時
休
館

一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館
と
な

り
ま
す
(
表
2
)

問
先
=
中
臾
図
書

館

　
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

表2　 図書館臨時休館一覧あ
な
た
の
企
画
で
講
座

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
区
民
が
企
画
し
主
体
的
に
運

営
す
る
「
区
民
企
画
講
座
」
の
企
画

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
=
区
内
に

活
動
の
拠
点
が
あ
り
、
7
人
以
上
で

そ
の
う
ち
区
内
在
任
、
在
勤
、
在
学

の
方
が
7
割
以
上
の
グ
ル
ー
プ

回

数
=
1
講
座
5
回
以
内

※
講
座
の

内
容
、
日
程
な
ど
は
す
べ
て
の
応
募

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
企
画
会
議
で
決
定

し
ま
す

申
込
=
所
定
の
用
紙
を
提

出
(
用
紙
請
求
は
電
話
ま
た
は
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
)

期
限
=
4

月
3
0日

場
・
申
・
問
先
=
女
性

総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

映像広報 制作だより

「気軽に行けるスポーツクラブがあれば」「い
ろいろなスポーツをやってみたい」など 、スポ
ーツに対する区民の要望は高まっています。
昨年、区内第1 号の「総合型地域スポーツク

ラブ」が古千谷本町、入谷、舎人地区で設立さ
れました。最新の「ルックi nあだち」では、い
つでも、どこでも、だれでも、いつまでもをモ
ットーに地域の皆さ んの手によって運営され
ている「KI T クラブ21」を紹介します。
このクラブは、安い会費で 、質の高い指導を

受けられ、なごやかな雰囲気の中で、交流が図
られていることが特徴です。地域の小学校など
で、スポーツを楽しむ参カロ者とクラブ運営者と
の楽しい交流、家族そろっての参加により共通
の話題が広がる様子が伺えます。
今後、各地で広がりを見せる総合型地域スポ
ーツクラブを知って、皆さんもスポーツ・文化
活動を通して地域が健康に取り組み、子どもの
健やかな生活を守っていくことを考えてみま
せんか。
なお、このビデオは 、4 月中旬から 、区政情
報室、図書館で貸し出します。 《広報課》

「情 報 キ ャ ッ チ　 好 きで す。 あ だ ち 」放 送 予 定

足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

掲

示

板

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

日
程
等
=

▽
フ
ジ
ボ
ー
ル
…
4
月
8

日
か
ら
毎
週
火
曜
(
昼
)

▽
マ
ル
ア

イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
…
4
月
9
日
か
ら
毎

週
水
曜
(
昼
・
夜
)

▽
ラ
ッ
キ
ー
レ

ー
ン
…
4
月
7
日
か
ら
毎
週
月
曜
(

昼
)
/
4

月
8
日
か
ら
毎
週
火
曜
(

夜
)

※
い
ず
れ
も
全
1
0
回

費

用
=
1

回
千
2
0
0円(
教
本
千
円
・
貸

靴
代
別
)

申
・
問
先
=
足
立
区
ボ
ウ

リ
ン
グ
連
盟
・
釘
本

(
3
8
8
2
)
1
9
0
1

□
水
道
工
事
に
か
か
わ
る
相
談
お
よ

び
申
請
場
所
の
変
更

区
内
水
道
工
事
の
相
談
や
新
設
・

改
造
・
撤
去
工
事
の
申
請
受
け
付
け

が
、
4
月
1
日
か
ら
は
足
立
東
営
業

所

の

み

と

な

り

ま

す

。

※

使

用

開

始

な

ど

の

申

し

込

み

は

各

営

業

所

で

受

け

付

け

ま

す

問

先
=

都

・
水

道

局

足

立

東

営

業

所

(
5
6
8
1
)
2
1
5
1

都

・
水

道

局

足

立

西

営

業

所

(
3
8
9
6
)
4
2
2
1

□

15
年

度

国

家

公

務

員

採

用

試

験

▽
Ⅰ

種

…

申

込

期

間
=
4

月
1

日

～
8

日

一
次

試

験
=
5

月
5

日

例

最

終

合

格

発

表
=
6

月
2
7

日

閙

▽
Ⅱ

種

…

申

込

期

間
=
4

月
1
4

日

～
2
8

日

一
次

試

験
=
6

月
2
9

日

回

最

終

合

格

発

表
=
9

月
4

日

困

▽
m

種

…

申

込

期

間
=
7

月
1

日

～
8

日

一
次

試

験
=
9

月
7

日

糾

最

終

合

格

発

表
=
1
1

月
1
3

日

困

い
ず

れ

も

く

わ

し

く

は

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

問

先
=

人

事

院

関

束

事

務

局

第

二

課

0
4
8
(
7
4
0
)
2
0
0
6

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
.
g
o
.
j
p
/
j
i
n
j
i
_
k
a
n
t
o
/

ひ
ろ
ば

=
会
員
募
集
=

★
ワ
ー
ル
ド
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
フ
ラ
ワ

ー
サ
ー
ク
ル

月
1
回
木
曜
ま
た
は

土
曜
、
午
後
1
時
3
0分
～
4
時
/
竹

の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月

額
2
千
7
0
0
円
/
宮
川

(
3
8
8
5
)
5
1
2
7

★
藤
花
会
(
書
道
)

第
1
・
2
・
4

月
曜
、
午
後
2
時
～
4
時
/
花
畑
地

域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
・
月
額
2
千
5
0
0円/
下
田

(
3
8
8
5
)
3
7
1
7

=
催
し
物
=

★
観
桜
茶
会
4

月
6
日
回
、
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
/
桜
花
亭
/
2

千
5
0
0

円
/
華
道
茶
道
協
会
・
高
橋

(
3
8
8
6
)
3
9
6
0
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「
首
都
の
顔
、
　私
が
決
め
る
　
こ
の
一
票
」

4
月
1
3日
(
日
)
　
東
京
都
知
事
選
挙

「
選
ぼ
う
よ
!
　
明
日
の
あ
だ
ち
を
　
拓
く
ひ
と
」

5
月
1
8日
(
日
)
　
足
立
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙

投票時間= 午前7 時～午後8 時

押
部
皿
沼
谷
在
家
住
区
セ

ン
タ
ー
で
も
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す

今
回
の
選
挙
か
ら
、
区
役
所
、
千

住
庁
舎
、
教
育
研
究
所
、
勤
労
福
祉

会
館
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、

押
部
皿
沼
谷
在
家
住
区
セ
ン
タ
ー
(

鹿
浜
8
-
2
7
-
1
5
)で
も
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
日
当
日
に

用
事
が
あ
る
見
込
み
の
方
は
、
不
在

者
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
不

在
者
投
票
期
間
等
=
表
1

表1　 不在者投票期間・場所

※ いずれも受付時間は、午前8 時30分～午後8 時

投
票
所
が
変
更
に
な
る

地
域
が
あ
り
ま
す

投
票
所
が
変
更
に
な
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。
お
問
違
え
の
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
変
更
地
域
=

表
2

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1
～
2

表2　 投票所変更地域

次の条件をすべて備えている方は足立区で投票できます

①日本国民であること
②年齢満20 歳以上であること
▽ 東京都知事選挙… 昭和58 年4 月14 日までに生まれた方
▽ 足立区議会議員・区長選挙… 昭和58 年5 月19 日までに生まれた方

③以下の住居要件を満たしていること
▽ 東京都知事選挙
15年3 月26 日( 基準日) までに3 ヵ月以上引き続き住んでいること
( 14 年12 月26 日までに足立区に住民登録をし 、引き続き住んでいること)

▽ 足立区議会議員・区長選挙
15年5 月10 日( 基準日) までに3 ヵ月以上引き続き区内に住んでいること
( 15 年2 月10 日までに足立区に住民登録をし 、引き続き住んでいること)

ポ
ケ
ッ
ト
に
収
ま
る
電
話
帳

携
帯
電
話
版
足
立
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
発
信

3
月
2
0
日
か
ら

、
携
帯
電
話
を
使

っ
た
医
療
機
関
や
各
種
相
談
窓
口
な

ど
、
生
活
に
身
近
な
窓
口
の
電
話
番

号
案
内
の
発
信
を
し
て
い
ま
す

。

▽
救
急
指
定
医
療
機
関
案
内
…
区
内
2
5

の
医
療
機
関
の
電
話
番
号
案
内

▽
休
日
応
急
診
療
所
…
区
内
の
休
日

応
急
診
療
所
や
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
電
話
番
号
案
内

▽
各
種
相
談
窓
口
案
内
…
子
ど
も
や

健
康
、
職
業
相
談
窓
口
の
案
内

▽
区
内
の
施
設
案
内
・
:
図
書
館
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
電
話
番
号
案
内

対
応
可
能
機
種
=
i
-
m
o
d
e
/
J
-
s
k
y
/
E
Z
w
e
b

ア
ド
レ
ス
=
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/
m
o
b
i
l
e

問
先
=

広
報
係(

3
8
8
0
)
5
8
1
5

4
月
か
ら
始
め
よ
う

老
人
会
館
の
教
室

□
水
彩
画
教
室

日
時
=
毎
月
第
1
・
第
3
水
曜
日
(
全
2
4

回
)
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0分

□
書
道
教
室
(
前
期
分
)

日
時
=
毎
月
第
2
・
第
4
火
曜
日
(
全
1
2

回
)
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0分

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
6
0
歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方

※
現
在
受
講
中
の
方
は
除
く
。ま
た
、

同
時
に
両
方
の
申
し
込
み
も
不
可

定
員
=
各
3
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往

復
(
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
(

フ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、電
話
番
号
を

明
記

期
限
=
3

月
2
9
日
必
着

申
・
問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1・0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-
1

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

ファクス・音 声 情 報 サービ ス
区政情報をお好きなときに手に入れ、聞くことができます

専用電話3889- 3399
ファクスの場合 救急指定医療機関名簿は… コード1101

「はるかぜ」時刻表は …綾瀬～西新井: コ ード1537
綾瀬～六木: コ ード1538

さ
か
な
・
さ
か
な
・

魚
を
食
べ
よ
う
!3

月
9
日
、
足
立
市
場
で
「
春
を
呼
ぶ
、
千
住
の
魚
河

岸
祭
り
」
が
開
か
れ
、
マ
ク
ロ
を
は
じ
め
様
々
な
海
産
物

や
、
加
工
品
の
販
売
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
目
玉
は
、
何
と
言
っ
て
も
「
マ
ク
ロ
の
解
体
」。

刃
渡
り
が
l
m
も
あ
る
包
丁
で
、
8
0㎏
の
本
マ
グ
ロ
を
見

事
に
切
り
分
け
、集
ま
っ
た
大
勢
の
方
か
ら
喝
采
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

寒
い
中
詰
め
掛
け
た
人
々
は
、あ
つ
あ
つ
の
ホ
タ
テ
焼

き
や
無
料
配
布
の
海
鮮
鍋
に
、「
得
し
た
な
あ
≒
次
回
も
、

ぜ
ひ
来
た
い
」
と
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ 80kg の本マグロを、職人の技
がさばく!

▲ 「おいしいよ! 」
切り分けられて、
会場で即売に!

「ママ・キッズ
交通安全教室」

3
月
9
日
、
足
立
自
動
車
学
校

の
教
習
コ
ー
ス
を
使
っ
て
「
マ
マ
・

キ
ッ
ズ
交
通
安
全
教
室
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
4
月
か
ら
小
学
校
に

入
学
す
る
幼
稚
園
児
を
も
つ
親
子

ら
約
2
2
0人
が
参
加
し
て
、
正
し
い

横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
実
際

に
歩
き
な
が
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
人
形
を
使
っ

て
、
ト
ラ
ッ
ク
が
左
折
す
る
時
の

巻
き
込
み
事
故
の
様
子
が
再
現
さ

れ
、
参
加
者
は
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。

マ
マ
と
一
緒
に

交
通
安
全
の
お
勉

強
だ
ぁ

巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
に
注
意
!

足
立
伝
統

工
芸
品
展

開
催
!

3
月
7
日
吻
・
8
日
出
、
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で
「
足
立
伝

統
工
芸
品
展
」
が
行
わ
れ
、
多

く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

伝
統
的
な
技
術
を
駆
使
し
て

作
ら
れ
た
作
品
の
展
示
や
頒

布
、
ま
た
、
江
戸
木
彫
刻
や
東

京
三
味
線
な
ど
の
実
演
に
、
見

学
に
訪
れ
た
小
学
生
も
、
興
味

津
々
。

「
こ
れ
、
何
て
読
む
の
?
」
と

聞
い
て
メ
モ
を
取
る
子
も
。「
す

ご
い
ね
ー
。」「
素
敵
だ
ね
。」
と

口
々
に
言
い
な
が
ら
、
な
か
な

か
触
れ
る
こ
と
の
な
い
伝
統
工

芸
品
を
見
て
感
動
し
て
い
ま
し

た
。

▲ 絹糸をよって刺しゅう糸に

▼ さすが職人さん!

▲ 木版画の頒布

古紙配合率75%再生紙を使用しています R. K　286, 400


